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計画の推進 
 

６－１ 先導的な推進プロジェクト 

（１）プロジェクトの抽出 

望ましい環境像『豊かな自然と文化を育み、次世代へつなぐ環境共生都市・浦添』を実現

するため、「第４章 環境保全・創造のための取組施策と内容」で整理した施策の中から、特

に重要で、積極的に推進する必要がある先導的な推進プロジェクトを選定し、取り組んでい

きます。 

 

１）プロジェクトの抽出基準 

先導的な推進プロジェクトは、以下に示す「抽出基準」の視点に着目し、これらに該当

するものを抽出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）先導的な推進プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【抽出基準】 

①市民・事業者アンケート調査において重要であると回答し、喫緊の課題となって

いる項目。 

②行政計画（上位・関連計画等）で重点プロジェクトに指定され、先導的に取り組

む必要がある項目。 

③本計画の５つの基本目標を達成するための根幹施策となる項目。 

④環境上の問題の中で、緊急かつ積極的に取り組む必要がある項目。 

第６章 

基本目標 先導的な推進プロジェクト 施策番号 

5-1-1-① 

5-3-2-③ 

2-1-1-① 

2-1-3-① 

2-2-4-③ 

2-2-6-③ 

2-2-7-① 

2-1-2-③ 

1-2-4-① 

1-2-2-① 

1-2-3-① 

協働・参画社会の構築 重点施策 12 （仮称）環境教育推進計画の策定 
及び推進 

重点施策 13 ネットワーク・拠点づくり 

重点施策４ 大気環境の監視体制の整備 

重点施策６ 騒音環境の監視体制の整備 

重点施策７ 公共交通機関の利用促進 

良好な生活環境の保
全 

重点施策８ 地域協働の景観まちづくりの推進 

重点施策９ 緑化の推進 

重点施策５ 総合的な生活排水対策の推進 

重点施策３ 生態系の現状調査 

重点施策１ 多自然型工法による水辺の整備 

重点施策２ 海域の自然環境の保全 

人と自然との共生 

3-1-1-② 重点施策 10 ごみ減量化の推進 循環型社会の構築 

4-1-1-① 重点施策 11 地域全体での総合的な対策の推進 地球環境の保全 



第６章 計画の推進 

160 

第
６
章 

 

６－２ 推進体制 

（１）体制図 

本計画の推進のためには、行政計画にとどまらず、施策の担い手となる市、市民、市民団

体、事業者、来訪者がそれぞれの役割と責務を自覚し、協働で推進する体制が必要です。 

そこで、学識者や関係機関等の代表で構成する浦添市環境審議会、本市職員で構成する浦

添市環境配慮施策推進会議、市民代表及び各種市民団体で構成される（仮称）環境パートナ

ーシップ組織からなる推進体制を整備し、各主体協働による環境基本計画の推進をめざしま

す。 

 

環境基本計画推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）組織の役割 

１）浦添市環境審議会 

学識経験者、各地域、各団体の代表等で構成され、浦添市環境基本条例第 31 条によっ

て定められている機関です。①環境基本計画に関する事項、②その他環境の保全及び創造

に関する重要事項に関する基本的事項を総合的な視点から調査審議し、市長に意見を述べ

る機関として設置するものです。 

環境基本計画に関しては、計画の策定や年次報告書による計画の進行管理について審議

を行います。 

 

報告 

意見 
市 長 

事務局 

・計画の進捗把握 

・環境情報の収集・解析 

・各組織の連絡・調整 

浦添市 

環境審議会 

国・県・ 

近隣市町村 

（仮称） 

環境パートナーシップ組織 

市
（
行
政
） 

来
訪
者 

事
業
者 

市
民
団
体 

市
民 

行動指針の実践 

 

交換 

意見 

参加 

連携・協働 

広域連携 

市（行政） 

望ましい環境像の実現 

施策の推進 

浦添市環境配慮施策推進会議 

 

全部署 
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２）浦添市環境配慮施策推進会議 

市の環境配慮事業を推進する内部機関で、各部署が横断的に連携・調整する組織になっ

ています。 

環境基本計画の策定及び変更、年次報告書のとりまとめ、年次報告書の点検・評価の結

果を受けた見直しについて検討・調整を行います。 

部局長職から構成される浦添市環境配慮施策推進会議、課長職から構成される幹事部会

と係長職から構成される検討部会があります。 

 

３）（仮称）環境パートナーシップ組織 

環境基本計画の推進に当たって、実行者の視点から協議・検討するため、様々な環境分

野で活動する市民や事業者、関係団体から構成される機関です。 

本市の環境を取りまく課題や目標の共有化を通じて、環境基本計画の進捗状況に対する

意見や提言を市に対して行います。 

 

 

（３）環境監視体制の整備、及び調査・研究の実施 

環境の保全及び創造に関する施策を適正に推進するために、関係機関と連携し、環境の状

況を的確に把握し、必要な監視体制を整備するとともに、情報の収集に努め、調査及び研究

の実施その他必要な措置を講じます。 

 

 

（４）広域連携・関係団体との協力 

環境の保全及び創造のため、国、県その他の地方公共団体及び民間の関係団体（以下「国

等」と言う。）と連携を行う必要のある施策を実施するときは積極的に推進します。また、環

境の保全及び創造を図るため必要があると認めるときは、国等に対し必要な措置を講ずるよ

う要請します。 
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６－３ 進捗管理 

（１）PDCAサイクル 

計画の進捗管理は、市、市民、市民団体、事業者、来訪者等が連携・協働し PDCA サイ

クルを基本として行い、計画の継続的かつ効率的な推進を図ります。 

Plan（計画）→Do（実施）→Check（点検・評価）→Action（見直し）の各段階で行う

べき事項を下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Check
１st

Plan 
１st

Plan
2nd

Action
１st

Action
2nd

Do
１st

Check
2nd

Do
2nd

Do（実施）
・基本計画に基づく協働によ
る施策・事業の実施
【市】【市民】【市民団体】

【事業者】【来訪者】

Plan（計画）
・環境基本計画の策定・見直し
・施策・事業の方向性や内容など

の設定

【市】

Check（点検・評価）
・年次報告書の作成・公表
・市民、事業者等からの意見収集
・目標達成状況、施策実施状況の点検・評価
【浦添市環境審議会】
【（仮称）環境パートナーシップ組織】
【浦添市環境配慮施策推進会議】

Action（見直し）
・施策・事業内容の見直し
・新規施策・事業の検討
【浦添市環境配慮施策推進会議】
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（２）点検・評価 

環境基本計画の施策・事業の進捗状況や目標達成状況及び関係者の意見などは、関係部局

を通じて環境配慮施策推進事務局にて実績などを集約した上で、浦添市環境配慮施策推進会

議に報告し、点検・評価を実施します。 

また、環境配慮施策推進事務局は、この結果に、市民、事業者等からなる（仮称）環境パ

ートナーシップ組織での意見等を加味して、浦添市環境審議会に進捗状況を報告し、総合的

な視点からの意見や提言を受け、とりまとめます。 

 

（３）結果の公表 

環境基本計画の施策・事業の進捗状況や目標達成状況を把握、評価した結果をとりまとめ

た年次報告書の作成が、浦添市環境基本条例第 12 条で定められています。 

年次報告書やホームページ等で「（２）点検・評価」の結果を公表し、市民、事業者等から

広く意見を収集します。 

 

浦添市環境基本条例（抜粋） 

(平成 23 年 6月 29 日条例第 15 号) 

(年次報告書の作成) 

第 12 条 市長は、環境の状況及び環境の保全及び創造に関して講じた施策の結果を明ら

かにした報告書を作成し、これを公表するものとする。 

 

 

（４）見直し 

年次報告書等で進捗状況や目標達成状況が評価された結果を踏まえて、必要に応じて、次

年度以降の個別施策・事業の内容や目標の見直しまたは新たな課題の検討を行います。 

なお、環境基本計画については、目標年度を平成 31 年度（2019 年度）としており、こ

れを目途に社会の状況や環境の状況の変化を踏まえ、見直しと次期計画の策定を行います。 

このような見直しの仕組みを作り、環境基本計画の継続的な改善を図ります。 

 


